

































郎の俳号）と、春台・密雲（未詳） ・成島道筑・本多猗蘭・高野蘭亭・入江南溟の送別詩を収める。これらが、右にいう筑波の戯れの偽作であろう。南郭名の序の末尾に 「寛保癸亥冬十月」と記すので、一件をこの年に置く。 （下略） （三二一頁）
と日野氏は説く。ただし、 静嘉堂文庫蔵松井簡治旧蔵本『蘐園雑話』（請求番号
　





































山里の人々もあつまりて、よろこびをのべて、目出たや松の下庵とうたひぬ。此家を博望舎と名づけぬることは 廿年あまり七とせのむかし、信遍の御主、博望舎と書てみづからが住所の額にとて玉はりけるなり。いかなるこゝろにて玉ひけるやととひ奉りしに、後にはおもひあはすることも有ぬべしとぞのたまひける。しかはあれども、住なれし家は亡父のむかし酔翁亭名づけおき玉へば、今更に名づくべきにあらず。そののち池上新田に家造りしことのあれば、これに名づくべきやとおもひしが、これまたかの御主、与楽の文字をかいて玉はりければ、与楽亭と名づけ侍りぬ。かくて星霜をふるほどに、六年さき明和元年のこ になん し、公の仰 よりて三沢・倉沢の二所をみること 侍りしに、その頃はみづ ら住べき所とならんとはおもひきや、土のよ あし、水 たより、 つささむさのほどまでを かうがへて申上にしことの侍りしなり。しか に、こたび思ひもかけず、公より此所をあづ させ玉へること、かの張騫が博望尋河のおもかげおもひ出られ侍りぬ されどわ 張騫にいかで及ばんや。此所のありさまをかねて見 り 尋河になんぞたぐふべけんや。たゞ の御恵の光くまなくして真柴かる山賤、もしほ汲蜑すらも かくかし き仰を蒙 奉り
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と、 「上ゲ目録」を差し出した相手の御側衆渋谷和泉守良信との間で行き違いがあり、和泉守が「上ゲ目録」の受け取りを拒否するなどして、頼母が両者の間で右往左往するという出来事があった（正月十一日条） 。建部と渋谷との連絡調整がうまく行われていなかったことが想定される。信遍の手紙とは、 謡抄」の差し出しにまつわる奥向の状況を内々に御文庫側へ知らせるものだった ではないか。勿論内容につい 一切触れられていないので、あくまでも想像の域を出ないが、奥務なればこそ、小性や御側衆同士の人間関係をつぶさに観察する もできたであろう。書物奉行達へ、今後の留意点を教示する手紙を送ったのだとすれば、常に書物 差し出しと返納に協力して従事す 奉行達へ 、信遍なりの配慮といってよいかもしれない。　
この後、 「謡抄」は正月二十八日に渋谷によって受け取られ、建
























































した 「草のはら」 を適宜要約した内容となっている。冒頭近くに 「国のかみなる人は源の忠雅となん申き。それにちゝなるはつかへて侍りしが」とあ の 、実母の没した元禄八年当時、出羽山形藩主松平下総守忠雅に実家平井家が仕えてい ことを示す貴重な情報である（ 「年譜稿（一） 」参照） 。 「草のはら」では「一かたなる人は国司につかへ給ふるまゝ」と 国司」 実名は明記されていなかったのを補った形を取る。亡母を悼む気持ちを「たへずや苔の」の引き歌で示すのも 「草のはら」 と同様である。ちなみに 「 へずや苔の」 は、藤原俊成の「まれにくる夜はも なしき松風をたえずや苔の下にきくらん」 （新古今集・哀傷・七九六、詞書「定家朝臣母、身まかりてのち、秋ごろ墓所ちかき堂にとまりてよみ侍ける」 。田中裕氏・赤瀬信吾氏校注『新日本古典文学大系
　
新古今和歌集』 〈岩波書店、
一九九二年〉 ）を踏まえる。　「はからずも」から「むなしき名をさへ世にもしられ侍りしが」までは、享保十七年以降現在 で 信遍の処遇の変化を背景に、控えめながらおのれの自足の思いを追加したも といえ 。飛鳥山碑の撰文と御目見以上へ 累進はそれほどまで 大 な栄誉だったの
だろう。　
羽黒山に向かう従者を極楽寺に立ち寄らせるあたりも、基本的に
は「草のはら」と同趣旨といってよい。ただし、 「草のはら」では「その寺の大とこ」を「良縁大とこ」と称するが、ここでは 上人良願のみもとにしか〴〵のご くけいす あって、住職の名に齟齬が見られる。転写の際に書き誤りが生じたかと推測されるが、当時の住職の名までは調査が及んでいない。松平家の居城出羽山形城の近隣で極楽寺といえば、現在の山形市六日町にある極楽寺（浄土宗）が該当する可能性があるが、果たして平井家の実母を葬った証しが得られるのかどうか、すべては今後 課題である。　
第二段落冒頭の「ことし六月廿一日」以降が延享元年の事蹟の記
述となる。五十年忌に当り、三十八年忌 ように従者を派遣す こともなく、 「こしふねむき」の五文字を頭に置いた六首とともの文章を極楽寺に送るに留めた。五月一日付で綴った 、六月二十一日までに確実に山形に届くのに必要な時間を勘案して こであろう。末尾の奥書「元本
　
右一章成島和鼎真跡」は、文政七年
四月に『芙蓉楼全集』巻二を新見正路が書写した際に「亡母五十回忌に極楽寺へ申遣しける言葉」の原本の本奥 を記録したものと考えられる。信遍の嫡男和鼎の書写本 依拠したというこ であり正路が見たのは 自筆本ではなかった。　









（ 『諸家系譜』 ・ 『書紳遺言』他）
　



















 ○元文五年四月廿八日、経済之義伝来之法申上候処、延享元年十一月廿一日、加納遠江守を以、右御用被仰付、松平左近将監え被為達、金拾壱万両拝借被仰付 経済取懸申候処 奉行申旨有之候間、先相止メ可申候、追而折を以可被仰 旨被仰渡、拾壱万両 内、先達而御下ゲニ成候五万両、三ヶ津より暫時ニ取揃、不残上納、手 之者頭取（金座年寄坂倉源次郎、牢人井上忠右衛門ー以 割書〈引用 注〉 ） 、右両人え格別 向骨折相勤候ニ付、褒金弐百両被下。
　
以上三点、同一の記録に依拠しつつ 相互に小異あって、いずれ














また、 「成島道筑略譜」では実名 伊教」が明示されており、後に引く信遍の逸話集『書紳遺言』 （宮内庁書陵部蔵『片玉集』前集巻













すでに拙稿「成島信遍年譜稿（十） 」 （ 『広島大学大学院文学研究
科論集』六八巻、二○○八年一二年）に記したように、五女功が生










づからが養ひ娘としてよび迎へしは延享四卯年八月廿五日なり」 （八頁）と明言しているのだから、何が本当なのかさっぱりわから くなる。しかも、信遍の記すところ は延享 年 事蹟とも考えられる（延享二年の項で詳述予定）ので、それぞれの の項目 て検討を加える必要が出てくる。この功にまつわる年立につい は、どうも幸政に誤認があるようで、その概略は拙稿「近世冷泉派歌人としての池上幸豊」 （ 『大江戸マルチ人物伝
　
池上太郎左衛門幸豊』 〈川

































十五日の法会を見物し、 「八講私記」 （ 『全集』巻二）を記す。
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 今度八講の記を林大学頭信充に作らしめられ、岡本善悦豊久に図をかゝしめて御府に蔵め給ふ。其序は成島道筑信遍仰を奉はりて書ぬ。 信遍また此時の事ども、 仮名につゞりて奉りしなり。（ 『徳川実紀』第九篇一五三頁）
とあって、林信充が編集し、岡本善悦が絵図を描いた「八講の記」に信遍が序文を寄せたことになっており、 この事実が確認できれば、確か 編集に参画した いえる。果して資料による裏付けは取れるのだろうか。　
最も流布する「有徳院殿御実紀」巻六十一には五日間の行事の詳
細が記録さ （ 『徳川実紀』第九篇一一三〜一一八頁） 「日記」の他に「林 」 「成島記」に依拠することが示される。林家とともに成島家が記録の作成に従事したことを窺わ る 、 「成島記」が他ならぬ「八講私記」を指す可能性もある。　
次に、磯野政武『仰高記』 （国立公文書館内閣文庫蔵）の記事を
見る。　　



















二二〇）が伝わり、この時の法華八講の記録が細大漏らさず収録されているが、そこにも信遍 名前は見えなかった。林 学頭・林内記については、延享二年三月二十七日に「今度八講ニ付、両人詩作差上、殊ニ紅葉山え日々相詰候ニ付、拝領物被仰付之」 してそれぞれ「時服二」を拝領し、四月朔日には「今度八講ニ 而、於其方御記録編輯可仕候 との命を松平左近将監から申し渡されているとが確認できる（いずれも『紅葉山八講御法会日記』第九冊） 。少










　「年譜稿（一） 」に述べたように、正路が『芙蓉楼全集』の各巻を写したのは文政七年四月から七月にかけてのことである。天保元年に成島家の蔵書が火事で焼失した後、正路 成島家以外に伝存した信遍自筆本を借覧し、 「八講私記」や「なには草
　
一」 、 「春の御船」
の三点に校合を加えた。 『全集』 に入る 八講私記」 の書き入れによって、 今は伝存しない信遍の自筆本の本文を知り得 『雑記』や『成島道筑翁文集』所収本の本文 、基 的には『全集』本のも と同
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系統であるが、部分的には自筆本の表現を取り込んだ箇所もある。自筆本は流布した本文の不備を修訂する目的 もって作成されたと思しいが、いつの段階で信遍が手 入れるに至ったかは分からない。それはともかく、 『全集』本は明治になって修史局が謄写した本だけに、本文上の疑問点は皆無とはいえないも の、信遍の推敲の跡を伝える貴重な情報に違いない。できる限り正確 異同 注記することとする。　
以下、 『全集』巻二の本文を底本とし、正路の校合書き入れのあ















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































A Chronological Record of Narushima Nobuyuki’s Career 
(18)
Keiichi KUBOTA
　　Previously, I wrote about Narushima Nobuyuki’s career from 1689 to 1743 in serial form. 
This paper presents the articles provided to him at the end of 1743 and in 1744 and 1745.
　　In October 1743, Ishijima Tsukuba forged Nobuyuki’s farewell poem for Nakamura 
Tomijuuro, a famous actor who left Edo for Osaka. Moreover, in 1743, Nobuyuki named the house 
of Ikegami Yukimasa Hakubousha.
　　On May 1, 1744, Nobuyuki mourned his birth mother  who had passed away in 1695 and was 
buried in the graveyard of the Gokurakuji Temple. On November 21, 1744, Nobuyuki proposed a 
plan to stabilize prices  based on the theory of Fujimaki Norizane. However, a high government 
official of the Tokugawa Shogunate quickly ordered it to be stopped.
　　In March 1745, Hokke Hakkou, a religious ceremony by the Tokugawa Shogunate, was held; 
Nobuyuki made a Hakkou Shiki, a record of the ceremony.
　　As usual, Nobuyuki served as the mediator between the dignitaries of Tokugawa Yoshimune 
and the librarians of Momijiyama Library.
